
濃縮度試験報告書

〔試験方法及び条件については一部分を除き前回と同じであるた

め異たる部分のみを記載し、同じ内容については省略する。）

H－1　試験期1田　　昭和54年1月17日　～　昭和54年5月51目

皿一2　書棚ア滋乙噺牛　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・

　　　1鷺難擁無弾物助

H－2；1　濃縮度試験

五一2．1．4試験条件

　　（a）　水系環境調節装置　流水式

　　　　　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　　　試験水槽

　　　　　　ガラス製　容　量　 1001

　　　　　　　　　　流水量　11521／日

　　　　　原液：希釈水＝2切∠分：800皿1／分

　　（b）試験魚

　　　　　　コイ　平均体重　52g

　　　　　　　　平均体長　斜c皿

　　（c）　水槽中の溶存■酸素量

　　　　　　図一五一11及び皿一12参照

（d）水槽濃度

　　設定理由　精度よく定量できる濃度は約5P典（図一五一5参照）

　　　であり、水分析時の前処理操作にむいて200倍濃縮が可能な

　　　こと及び水分析時の回収率を96％，水槽濃度の低下率20％と

　　　見込み低濃度区の水槽濃度を決定した。高濃度区については

　　　低濃度区の10倍とした。

（計算式） 第2濃度区の水槽濃度は
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　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位p即死／V）
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五一2．1，2　分析条件

　　（a）分析試料の前処理

　　　　魚体　前回と同手法

　　　　試験水

　　　　　　　墜験水1

　　　　　　　　　　　　　　　　第1区　　　第2区

　　　　　　　　　　i・撚　200皿2’1
　　　　　　　　　　1←二硫化炭素　50皿1　ωロ皿

　　　　　　　　　　i←塩化ナトリウム　409　　　100g
　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　＿一、i●拙振とうdロ頒）

1－5　試験結果

1一義1供試魚の状態

　　　　　　外観観察結果：正常

狂一三2　濃縮度試験の結果

　　　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率
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左む試験結果の表示について濃縮倍率と定量靭度の関係は次の通りである。

1二硫化炭素層i1水 層
！魚体中渡度（P耳n）t　濃縮倍率 計算方法（卿）
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A．精度よく定量できる濃度＝5P奥　⊂図一皿一5参照）

B．検出限界の濃度（象＝2）＝0．5p即　（図一皿一ろ参照）

C、回収率：87％

D．魚体重：50g

E．最終液量：5ml

F．希釈倍率：1



5．その他

　51　水分析第2区のブランクについて

　　　7日目～24日目の水分析にむいて供試物質の前後に回収試

　験の際のクロマトグラムに見られなかったピークが伺本も表

　われた。このピークはその後の実験から溶媒として使った二

　硫化炭素に由来することが判明した。そこでこの期間の水分

　析に関しては同一ロットの溶媒を用いてπ＝4かち求めた水

　プランク値の平均値を差引いて水槽濃度を求めた。

　　　これ以降の水分析にむいては・溶媒をチェックして・無視

　　し得るプランクを示すロットの溶媒（図一14参照）を用い

　水分析を行い、ブランク値を差引かずに水槽濃度を求めた。

52　供試物質のガスク・マトグラフ感度は∬エDの方がECDに

比べて10倍高いのでFIDを使用した。

5．5　濃縮試験実施■に潜いて供試物質の揮散性恋大きかったため

　水槽中の濃度が約渥に低下した

　そこで揮散性化学物質用濃縮度試験装置を使用し試験を行

　うことになり、両濃度区とも8・週澗行づた。

　　な卦再試験結■果を得たので以下報告する。



豆一4　備　　考

　　　クロロトルエン（K－299）についてそれぞれ濃縮度試験を

　　2回実施した。

　　第1回は試験水槽の水面に簡単な浮ぶたをして供試物質の

　揮散を防ぐと同時に希釈水量を800ml／血にして濃度保持

　を試みた。

　　第2回は揮散性化学物質用濃縮度試験装置を使用した。第

　　1回及び第2回の試験から、設定水槽濃度に対し第1回の場

　合5τ0～65％が保持されたが第2回の場合約90％保持され、

　揮散性化学物質用濃縮度試験装置の効果が十分認められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


